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◆発行責任者◆　社会福祉法人東根福祉会　理事長　横尾　昭男

2020年度 社会福祉法人東根福祉会 決算報告2020年度 社会福祉法人東根福祉会 決算報告
事業活動計算書

資金収支計算書

貸借対照表 （単位：円） （単位：円）

（単位：円）

（１）資産の部
　　　①流動資産
　　　②固定資産
（２）負債の部
　　　①流動負債
　　　②固定負債
（３）純資産の部
減価償却累計額

4,919,224,637
1,056,524,332
3,862,700,305

355,423,103
179,571,466
175,851,637

4,563,801,534
2,520,089,647

（１）サービス活動増減差額
　　　①サービス活動収益
　　　②サービス活動費用
（２）サービス活動外増減差額
　　　①サービス活動外収益
　　　②サービス活動外費用
経常増減差額
（３）特別増減差額
　　　①特別収益
　　　②特別費用
当期活動増減差額
前期繰越活動増減差額
当期末繰越活動増減差額
基本金取崩額
その他の積立金取崩額
その他の積立金積立額
次期繰越活動増減差額

（１）事業活動資金収支差額
　　　①事業活動収入
　　　②事業活動支出
（２）施設整備等資金収支差額
　　　①施設整備等収入
　　　②施設整備等支出
（３）その他の活動資金収支差額
　　　①その他の活動収入
　　　②その他の活動支出
当期末資金収支差額
前期末支払資金残高
当期末支払資金残高

146,934,785
1,702,577,945
1,555,643,160
▲ 45,110,328

8,225,100
53,335,428

▲ 33,950,311
44,512,822
78,463,133
67,874,146

919,039,921
986,914,067

※詳細は、ホームページおよび各施設の事務室で閲覧できます。

ご利用者様やご家族様からの苦情・ご要望等は真摯に受け止め、
問題解決には誠意を持って対応してまいりました。

ۤ৘ɾཁ๬౳

23,077,636
1,702,337,696
1,679,260,060

1,184,836
1,350,237

165,401
24,262,472
▲ 152,401
8,225,100
8,377,501

24,110,071
2,151,649,213
2,175,759,284

0
37,510,000
60,500,600

2,152,768,684

ྩ࿨̏年݄̐より、小田島ふれあい交流館಺に移సしました。
移సઌのৄࡉな住所は、දࢴをごཡください。
ঘ、ࠓճの移సに൐うి࿩・'"9の
൪߸変ߋはご͟いません。

介護・݈߁・福祉・ҩྍ・生活にؔすることなど、
おܰؾにご相談くださいʂ

News!
東根市地域包括支援センターしろみずが移転しました！
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令和２年４月１日 ～ 令和3年３月31日令和２年４月１日 ～ 令和3年３月31日

ಛผཆޢ࿝ਓϗʵϜനਫ૳
〒999‒3727　東根市大字野川2074‒99
TEL 0237‒44‒2366　FAX 0237‒44‒2376

〒９９９‒３７８３  東根市本丸南一丁目10‒16（本丸ホーム内）
法人事務局  ＴＥＬ ０２３７‒４３‒６９８０  ＦＡＸ ０２３７‒４３‒６９８１

ࣾձ෱ࢱ๏ਓ౦ࠜ෱ࢱձ

ಛผཆޢ࿝ਓϗʵϜୈೋനਫ૳
〒999‒3716　東根市大字蟹沢897‒1
TEL 0237‒41‒1121　FAX 0237‒42‒6121

ब࿑ࢧԉηϯλʵ͜͢΋͢のՈ
〒999‒3727　東根市大字野川2074‒103
TEL 0237‒44‒1566　FAX 0237‒44‒1567

์՝ޙ౳σΠαʔϏεେ͚΍͖
〒999‒3763　東根市神町中央一丁目3‒48

プラザ神町１階
TEL 0237‒53‒0298　FAX 0237‒53‒0297

σΠαʵϏεηϯλʵനਫ૳
TEL 0237‒44‒2784　FAX 0237‒44‒2883

ԉηϯλʵനਫ૳ࢧޢ୐հࡏ
TEL 0237‒44‒2786　FAX 0237‒44‒2376 ౦ࠜࢢ஍ҬแׅࢧԉηϯλʔしΖΈͣ

〒999‒3774　東根市大字郡山672（小田島ふれあい交流館内）
TEL 0237‒53‒0600　FAX 0237‒53‒0609

౦ࠜࢢ஍ҬแׅࢧԉηϯλʔしΖΈͣαϒηϯλʔ
〒999‒3727　東根市大字野川2074‒99（白水荘内）
TEL 0237‒53‒0606σΠαʵϏεηϯλʵୈೋനਫ૳

TEL 0237‒41‒1132　FAX 0237‒42‒6121

ԉηϯλʵୈೋനਫ૳ࢧޢ୐հࡏ
TEL 0237‒41‒1131　FAX 0237‒42‒6121

஍Ҭີணܕಛผཆޢ࿝ਓϗʵϜຊؙϗʵϜ
〒999‒3783　東根市本丸南一丁目10‒16
TEL 0237‒43‒6980　FAX 0237‒43‒6981

খن໛ଟػೳࢪઃຊؙϗʵϜ
TEL 0237‒43‒6611　FAX 0237‒43‒6981 ଟػೳࢧܕԉηϯλʵେ͚΍͖のՈ

〒999‒3714　東根市大林二丁目3‒15‒6
TEL 0237‒53‒9111　FAX 0237‒53‒9112

ԉηϯλʵ͜͢΋͢のՈࢧ׆ಉੜڞ
ʢάϧʵϓϗʵϜ͚΍͖のైʣ
〒995‒0033　村山市楯岡新町三丁目2‒1
TEL・FAX 0237‒55‒5671
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樹
木
の
葉
の
色
づ
き
に
秋
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃

で
す
が
、皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

関
係
官
庁
、
そ
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
皆
様
方
及
び
そ
の
ご
家
族
様
方
、関
係
各
位
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
常
日
頃
よ
り
私
ど
も
東

根
福
祉
会
に
対
し
て
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

一
年
間
の
延
期
を
経
て
、ま
た
大
半
の
競
技
は
無
観

客
と
な
り
ま
し
た
が
、無
事
に
世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
に
よ
る
競
技
が
終
了
し
ま
し
た
。
世
界
中

の
視
線
が
東
京
に
注
が
れ
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
対
策
を
行
い
つつ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
円
滑
に
進
行
で
き
た
と
い
う
実
績

は
、
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
と
存
じ
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
に
於
て
世
界
的
規
模
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
は

前
例
が
な
く
、そ
の
成
功
は
世
界
中
に
大
い
に
認
め

ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
こ
そ
、日
本
に
金
メ
ダ
ル
を
贈

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
快
挙

は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
携
わ
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
じ
め
全
て
の
関
係
者
の「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ
た
い
」と
い
う

祈
り
に
も
似
た
願
い
が
、そ
の
根
本
に
共
通
し
た
理

念
と
し
て
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
か
ら
こ
そ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
東
根
福
祉
会
で
も
、一
年
く
ら
い
す
れ
ば

コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
く
の
だ
ろ
う
と
思
い
き
や
首
都
圏

で
は
も
は
や
第
五
波
に
至
る
と
の
報
を
受
け
つ
つ
、

利
用
者
の
面
会
な
ど
を
始
め
と
し
て
不
自
由
な
こ

と・不
都
合
な
こ
と
ば
か
り
の
中
、施
設
内
部
へ
の
感

染
侵
入
を
必
死
で
防
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
係
者
と
同

じ
よ
う
に
、職
員
に
共
通
し
た
理
念
が
あ
っ
た
れ
ば

こ
そ
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
収
束
ま
で
、も
う
一
歩
の
努
力
で
す
。
最

後
ま
で
感
染
の
な
い
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
踏
み
込
ま

な
い
東
根
福
祉
会
の
各
施
設
と
し
て
、あ
と
一
息
万

全
を
期
し
て
守
り
抜
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
決

意
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
職
員
全
員
と
ご
家
族
の

方
々
、更
に
は
関
係
す
る
皆
様
方
の
強
い
意
志
と
ご

協
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
ま
ま
コ
ロ
ナ
を
や
り
過
ご
し

た
い
と
願
って
お
り
ま
す
。

一
日
も
早
く
、
コ
ロ
ナ
の
な
い
正
常
な
日
常
の
復

帰
を
祈
り
つつ…

…

合
掌

02

東
根
福
祉
会

理
事・監
事・評
議
員

ྫ͑͹ɺ͜ Μな と͜
。をઅ໿しようؾを੾りిݯ全にి׬、っていない時は࢖をث機ؾి�・
・�ϚイバοάやϚイϘτルを持参しよう。
・�৯΂物をແବにしない。
・�༁アリ඼を買ってഇغをݮらそう。
・�ணなくなったҥྨはリサイΫルへ。
・�ΰϛはΩνϯと分ผしよう。

03

౦ࠜ福祉ձを๚ΕΔ͢΂ͯͷํɺ͝ ར༻ऀ༷とͦͷ͝Ո଒ɺ஍Ҭɺ
ͦしͯɺ๏ਓͷ৬һʹͤ޾ʹなͬͯ ͍た͚ͩΔΑ͏ なӡӦ ೔ʹʑ౒ྗし·͢ɻ

๏ਓͰಇく͜ とͰɺ৬һ͕ಇ ײをͤ޾ɺ͡ײ൹をߕ͖ Β͡ΕΔ৬৔ڥ؀を
໨ࢦし͍ͯ ·͖͢ɻ

஍Ҭʹࠜ͟したࣾձ福祉๏ਓとしͯɺ஍ҬͷχʔζʹԠ Β͑ΕΔΑ͏ ʹ
஍Ҭͷਓʑ͕ɺͦ ͷਓΒしくɺ̓ ৺しͯ฻ΒͤΔ·ͪ づくりʹ し·͢ɻݙߩ

৬һ͕ݚमʹࢀՃしಘたɺ஌ࣝ΍ٕज़を࣮ફʹ͔׆し·͢ɻ·たɺ์ ՝ޙ౳σΠ
αʔϏεを௨しͯɺࢠͲ΋ୡͷੜ Δ͖ྗを৳͹しɺ৺๛͔ʹҭͭΑ͏ ԉし·͢ɻࢧʹ

SDG͂ ͕໨͢ࢦɺʮ୭Ұਓऔり࢒ な͍͞ 持続可能Ͱଟ༷ੑとแઁੑͷ͋Δࣾձʯ
ͷ࣮ݱ͸ɺࣾ ձ福祉๏ਓ͕Ί͟ ʮ͢஍Ҭڞੜࣾձʯづくりʹ ͭな り͕·͢ɻ
たͪ͸ɺԿ͔ಛผなࢲ と͜を͢ΔͷͰ͸なくɺࣗ ෼ୡʹͰ͖ Δ͜ と͔Β͸͡ Ί·したɻ

ҰਓҰਓͷ࣮ફͰੈք͸େ く͖มΘり·͢ɻ
౦ࠜ福祉ձͷ৬һ΋ࢪઃͰͷऔり૊Έͷଞʹɺͦ ΕͧΕͷ৬һ͕೔ৗੜ׆ͷதͰ
؆୯ʹऔりೖΕΒΕΔ͜ とをҙࣝし࣮ͯફし͍ͯ·͢ɻ

「୭Ұਓऔり͞࢒Εな͍」ࣾ ձʹ͚ͯ޲
౦ࠜ෱ࢱձ͸4%(Tʹऔり૊ΜͰ͍ま͢ɻ

。事に取り組んでいます࢓、たͪは、೔々相手のことを思いやりながらࢲ
そして、その心を社会に伝え、4%(TにԹかみをつけていきたいと思っています。
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樹
木
の
葉
の
色
づ
き
に
秋
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃

で
す
が
、皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

関
係
官
庁
、
そ
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
皆
様
方
及
び
そ
の
ご
家
族
様
方
、関
係
各
位
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
常
日
頃
よ
り
私
ど
も
東

根
福
祉
会
に
対
し
て
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

一
年
間
の
延
期
を
経
て
、ま
た
大
半
の
競
技
は
無
観

客
と
な
り
ま
し
た
が
、無
事
に
世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
に
よ
る
競
技
が
終
了
し
ま
し
た
。
世
界
中

の
視
線
が
東
京
に
注
が
れ
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
対
策
を
行
い
つつ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
円
滑
に
進
行
で
き
た
と
い
う
実
績

は
、
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
と
存
じ
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
に
於
て
世
界
的
規
模
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
は

前
例
が
な
く
、そ
の
成
功
は
世
界
中
に
大
い
に
認
め

ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
こ
そ
、日
本
に
金
メ
ダ
ル
を
贈

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
快
挙

は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
携
わ
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
じ
め
全
て
の
関
係
者
の「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ
た
い
」と
い
う

祈
り
に
も
似
た
願
い
が
、そ
の
根
本
に
共
通
し
た
理

念
と
し
て
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
か
ら
こ
そ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
東
根
福
祉
会
で
も
、一
年
く
ら
い
す
れ
ば

コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
く
の
だ
ろ
う
と
思
い
き
や
首
都
圏

で
は
も
は
や
第
五
波
に
至
る
と
の
報
を
受
け
つ
つ
、

利
用
者
の
面
会
な
ど
を
始
め
と
し
て
不
自
由
な
こ

と・不
都
合
な
こ
と
ば
か
り
の
中
、施
設
内
部
へ
の
感

染
侵
入
を
必
死
で
防
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
係
者
と
同

じ
よ
う
に
、職
員
に
共
通
し
た
理
念
が
あ
っ
た
れ
ば

こ
そ
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
収
束
ま
で
、も
う
一
歩
の
努
力
で
す
。
最

後
ま
で
感
染
の
な
い
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
踏
み
込
ま

な
い
東
根
福
祉
会
の
各
施
設
と
し
て
、あ
と
一
息
万

全
を
期
し
て
守
り
抜
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
決

意
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
職
員
全
員
と
ご
家
族
の

方
々
、更
に
は
関
係
す
る
皆
様
方
の
強
い
意
志
と
ご

協
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
ま
ま
コ
ロ
ナ
を
や
り
過
ご
し

た
い
と
願
って
お
り
ま
す
。

一
日
も
早
く
、
コ
ロ
ナ
の
な
い
正
常
な
日
常
の
復

帰
を
祈
り
つつ…

…

合
掌
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東
根
福
祉
会

理
事・監
事・評
議
員

ྫ͑͹ɺ͜ Μな と͜
。をઅ໿しようؾを੾りిݯ全にి׬、っていない時は࢖をث機ؾి�・
・�ϚイバοάやϚイϘτルを持参しよう。
・�৯΂物をແବにしない。
・�༁アリ඼を買ってഇغをݮらそう。
・�ணなくなったҥྨはリサイΫルへ。
・�ΰϛはΩνϯと分ผしよう。
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౦ࠜ෱ࢱձ͸4%(Tʹऔり૊ΜͰ͍ま͢ɻ

。事に取り組んでいます࢓、たͪは、೔々相手のことを思いやりながらࢲ
そして、その心を社会に伝え、4%(TにԹかみをつけていきたいと思っています。



住
み
続
け
ら
れ
る

　
　

地域で開催される各種教室等
への職員派遣

　信頼され満足していただけるサービス
を提供し続けるために、「人材育成の充
実」が重要です。職場研修によって、職員
一人一人の成長や意欲の向上といった
「自己実現」を図り、それがサービスの向
上、利用者の満足度の向上につながるも
のと考えます。

　放課後等デイサービスでは、その個性を伸ば
し、自分らしく社会の中で生活していけるよう援
助致します。

質
の
高
い
教
育
を

　
　
　
　み
ん
な
に

質
の
高
い
教
育
を

　
　
　
　み
ん
な
に

　女性が多い職場ですので、安心して長く働く事ができるよう
育児・介護休業の制度を充実させ、復帰後も変わらず活躍できる
環境づくりに取り組んでいます。職員の誰もが、ここで働いて
いることにプライドを持てるような職場でありたいと思います。

ま
ち
づ
く
り
を

　コスモスロードの植栽に参加して
います。

　年齢を重ねても住み慣れた地域で安心し
て暮らし続けるためには、人と人、地域のつ
ながりが欠かせません。研修や出前講座、座
談会などを通じて、誰もが住み良い地域づく
りのお手伝いをしています。

　地域の防災会と災害時相互応援協力の協定を結んでおり、
非常時に地域と支えあえる体制を整備しています。
　また、東根福祉会の建物は、耐震性や耐火性、バリアフリー
機能を備えていることから、災害時には地域の
避難所として役立てることができます。

　福祉車両を利用した地域の
方々の買い物の移動をお手伝
いしています。（現在はコロナウイ
ルス感染防止のため休止中です）

　地域のあらゆる方々に働く機会を提供するために、発達障害の
ある方や養護学校を卒業された方への支援も行っています。

　60歳の定年退職後、希望する職員は満70歳まで嘱託職
員として勤務する事ができます。

　ご利用者様の状態やご家族様のご希望に合
わせた柔軟な対応と、全ての高齢者・障がい者・
障がい児の方々へ、信頼できるサービスを提
供し地域福祉の充実に貢献していきます。

す
べ
て
の
人
に

  

健
康
と
福
祉
を

す
べ
て
の
人
に

  

健
康
と
福
祉
を

働
き
が
い
も
、経
済
成
長
も

働
き
が
い
も
、経
済
成
長
も

多
様
な
人
材
の
雇
用

多
様
な
人
材
の
雇
用農福連携×ＳＤＧｓ農福連携×ＳＤＧｓ

災害時や、困った時の避難所の役割を担います災害時や、困った時の避難所の役割を担います

福祉とSDGsを統合した
　　　　　　　 持続可能な街づくり
防災訓練などを通した「まちづくり」への貢献
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こすもすの家

白 水 荘

第 二 白 水 荘

大けやきの家

放課後等

デイサービス

大けやき

各事業所をご利用の皆様、ご家族の皆様、地域の皆様、並びに関係各所の皆様には、コロナウイルス感染症対策のため、多大なご不便とご心配をおかけ
致しましたが、皆々様のご理解とご協力、ご支援のおかげでいずれの事業所も大過無く過ごすことが出来ました。
まだまだ予断を許さない状況が続きますが、ご利用いただく皆様に安心して健やかにお過ごしいただけるよう、今後も職員一同一丸となって努めて参ります。

コロナに負けない笑顔をお届け

本 丸ホーム
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（単位：円）

◆発行責任者◆　社会福祉法人東根福祉会　理事長　横尾　昭男

2020年度 社会福祉法人東根福祉会 決算報告2020年度 社会福祉法人東根福祉会 決算報告2020年度 社会福祉法人東根福祉会 決算報告
事業活動計算書

資金収支計算書

貸借対照表 （単位：円） （単位：円）

（単位：円）

（１）資産の部
　　　①流動資産
　　　②固定資産
（２）負債の部
　　　①流動負債
　　　②固定負債
（３）純資産の部
減価償却累計額

4,919,224,637
1,056,524,332
3,862,700,305

355,423,103
179,571,466
175,851,637

4,563,801,534
2,520,089,647

（１）サービス活動増減差額
　　　①サービス活動収益
　　　②サービス活動費用
（２）サービス活動外増減差額
　　　①サービス活動外収益
　　　②サービス活動外費用
経常増減差額
（３）特別増減差額
　　　①特別収益
　　　②特別費用
当期活動増減差額
前期繰越活動増減差額
当期末繰越活動増減差額
基本金取崩額
その他の積立金取崩額
その他の積立金積立額
次期繰越活動増減差額

（１）事業活動資金収支差額
　　　①事業活動収入
　　　②事業活動支出
（２）施設整備等資金収支差額
　　　①施設整備等収入
　　　②施設整備等支出
（３）その他の活動資金収支差額
　　　①その他の活動収入
　　　②その他の活動支出
当期末資金収支差額
前期末支払資金残高
当期末支払資金残高

146,934,785
1,702,577,945
1,555,643,160
▲ 45,110,328

8,225,100
53,335,428

▲ 33,950,311
44,512,822
78,463,133
67,874,146

919,039,921
986,914,067

※詳細は、ホームページおよび各施設の事務室で閲覧できます。

ご利用者様やご家族様からの苦情・ご要望等は真摯に受け止め、
問題解決には誠意を持って対応してまいりました。

ۤ৘ɾཁ๬౳

23,077,636
1,702,337,696
1,679,260,060

1,184,836
1,350,237

165,401
24,262,472
▲ 152,401
8,225,100
8,377,501

24,110,071
2,151,649,213
2,175,759,284

0
37,510,000
60,500,600

2,152,768,684

ྩ࿨̏年݄̐より、小田島ふれあい交流館಺に移సしました。
移సઌのৄࡉな住所は、දࢴをごཡください。
ঘ、ࠓճの移సに൐うి࿩・'"9の
൪߸変ߋはご͟いません。

介護・݈߁・福祉・ҩྍ・生活にؔすることなど、
おܰؾにご相談くださいʂ

News!
東根市地域包括支援センターしろみずが移転しました！
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令和２年４月１日 ～ 令和3年３月31日

事業活動計算書 （単位：円）

（１）サービス活動増減差額（１）サービス活動増減差額
　　　①サービス活動収益

23,077,636
1,702,337,696

令和２年４月１日 ～ 令和3年３月31日令和２年４月１日 ～ 令和3年３月31日

ಛผཆޢ࿝ਓϗʵϜനਫ૳
〒999‒3727　東根市大字野川2074‒99
TEL 0237‒44‒2366　FAX 0237‒44‒2376

〒９９９‒３７８３  東根市本丸南一丁目10‒16（本丸ホーム内）
法人事務局  ＴＥＬ ０２３７‒４３‒６９８０  ＦＡＸ ０２３７‒４３‒６９８１

ࣾձ෱ࢱ๏ਓ౦ࠜ෱ࢱձ

ಛผཆޢ࿝ਓϗʵϜୈೋനਫ૳
〒999‒3716　東根市大字蟹沢897‒1
TEL 0237‒41‒1121　FAX 0237‒42‒6121

ब࿑ࢧԉηϯλʵ͜͢΋͢のՈ
〒999‒3727　東根市大字野川2074‒103
TEL 0237‒44‒1566　FAX 0237‒44‒1567

์՝ޙ౳σΠαʔϏεେ͚΍͖
〒999‒3763　東根市神町中央一丁目3‒48

プラザ神町１階
TEL 0237‒53‒0298　FAX 0237‒53‒0297

σΠαʵϏεηϯλʵനਫ૳
TEL 0237‒44‒2784　FAX 0237‒44‒2883

ԉηϯλʵനਫ૳ࢧޢ୐հࡏ
TEL 0237‒44‒2786　FAX 0237‒44‒2376 ౦ࠜࢢ஍ҬแׅࢧԉηϯλʔしΖΈͣ

〒999‒3774　東根市大字郡山672（小田島ふれあい交流館内）
TEL 0237‒53‒0600　FAX 0237‒53‒0609

౦ࠜࢢ஍ҬแׅࢧԉηϯλʔしΖΈͣαϒηϯλʔ
〒999‒3727　東根市大字野川2074‒99（白水荘内）
TEL 0237‒53‒0606σΠαʵϏεηϯλʵୈೋനਫ૳

TEL 0237‒41‒1132　FAX 0237‒42‒6121

ԉηϯλʵୈೋനਫ૳ࢧޢ୐հࡏ
TEL 0237‒41‒1131　FAX 0237‒42‒6121

஍Ҭີணܕಛผཆޢ࿝ਓϗʵϜຊؙϗʵϜ
〒999‒3783　東根市本丸南一丁目10‒16
TEL 0237‒43‒6980　FAX 0237‒43‒6981

খن໛ଟػೳࢪઃຊؙϗʵϜ
TEL 0237‒43‒6611　FAX 0237‒43‒6981 ଟػೳࢧܕԉηϯλʵେ͚΍͖のՈ

〒999‒3714　東根市大林二丁目3‒15‒6
TEL 0237‒53‒9111　FAX 0237‒53‒9112

ԉηϯλʵ͜͢΋͢のՈࢧ׆ಉੜڞ
ʢάϧʵϓϗʵϜ͚΍͖のైʣ
〒995‒0033　村山市楯岡新町三丁目2‒1
TEL・FAX 0237‒55‒5671
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